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編 集 後 記

人間科学部の前庭には,阪 大のシンボルであるイチョウの植込みがある。こ

れがやっと根付き,太 い枝を上下左右に延ぽしだした。人間科学部の本館の塗

装も,と りあえず外周道路に面した前半分だけが終わ り,12年 の汚れを落して

見違えるばか りにきれいになった。そ ういえば,外 周道路沿いには,阪 大正門

ができて 「西の赤坂離宮正門」とい う噂もまんざらではない,堂 々たる威容を

誇っている。もっとも1年 近 くたった今もなお 「開かずの門」のままではある

が,と もか くこうして,人 間科学部の外側は,十 余年を経て面目を一新した。

肝心の内側の研究と教育は,ど うなのか。

これは微妙な問題であって,イ チ ョウや外装や正門のように,は っきり形を

とって現われてこない。あえて言えぽ,比 較文明学の講座や,社 会学,教 育学

の基礎科目が,そ れぞれ専任の教授を迎えて発足できる見通しもついた。い く

つかの学会も本学部で開催された。講座を超え,時 には系を超えての共同研究

も,い くつかが継続している。 この紀要論文 も,ほ ぼ例年通 りの本数で,力 作

を収めることができた。学部が一人立ちして,独 自のカラーを創 り出すのに,

少な くとも十年かかると言われる。確かにその通 りであって,新 しい次のステ

ップを踏み出す時と言えよう。

茅野良男前学部長がご退官になる。その業績等を本巻に収め,長 年にわたっ

て本学部の研究と教育,そ して運営に努力を傾注された茅野教授に,謝 意を捧

げるものである。
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